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(1) (2) 
前稿でも述べたごとく，データベースに関連する諸問題は種々検討すべき
(1) 拙稿「MISの技術的基礎(I)」 （商学論集第24巻第4号）
(2) 前掲記載以外に以下のような文献がある。
Ben Shneiderman, Data Base : Improving Usability and Responsiveness, 
1978. (Academic -Press) 
西村恕彦監修「データベースの選ぴ方」 （昭52.共立出版）
T. Willam Olle,西村恕彦他訳「CODASYLのデークペース」 (1979別冊bit)
w'•D. Haseman & A. B. Whinston，鈴木道夫訳編「新しいデークペース技術」
(1980別冊bit)
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であるが，ここでは対象文献の範囲のみの説明を続けていくこととする。
(3) 
(D) データ ベスに関する適切な質問と解答 (pp.218~227) 
セントラル データ ベース ハードウェアとソフトウェアの研究を要約
し，そして完成させるための5つの領域（ただし 1つは省略）に関する質問
(4) 
と解答形式の手引き書を以下に取りあげる。この手引き書は「データ ベー
ス ＇アプローチの利益を現実的に評価するに必要な明瞭な理解を提供するこ
と」を目的とする。
(1) 定義の問題 (pp.218~219) 
質問：データ ペース マネジメントとは実際に何を意味するか？
解答：その目的の誤解とともにその定義のまわりに発生する不明瞭さはデ
ター ベース マネジメントを取り巻くミステリーの原因となる重要な要素
となってきた。
データ ベース マネジメント システムの使用と描写はスペクトルの両
端をも包含するものである。すなわちあるものはあらゆるデータ処理の問題
に対する万能薬として記述し，他方では現時点のファイル維持システム以上
のものでないと考える。
その最も簡単な形態は，データ ベースはそこから会社がある関係を確立
しそして維持しようと欲するデータの収集である。データ ベース マネジ
メント システムはこれらの関係を構成しそして維持する。複雑な構造や関
連は必要ではないし，また組織のデータのすべてを一つのデータ ベースに
包含させる必要はない。デーク ベース マネジメント システムの利用を
通じて，会社のデータはいま構成され，また関連づけられ，そしてそれ故よ
り秩序づけられまた論理的な方法で確得される。
質問：データ ペース マネジメント システムは組織のデークのすべて
を包含するか？
(3) Jerme ・ Kanter, Management-Oriented Managemeut Information Systems 
(2nd Edition), 1977 (Prentice Hall) 
(4) Westinghouse Tele-computer System Corporation and W. E. Bender of 
Westinghouse Electric Corp. (Management Imformation Vol. 3 No. 2) 
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解答：このシステムを通じて処理されるかもしれないすべての場合を述べ
ることは不可能であるが，解答を助ける 2つの重要な点が存在する。第1は
ユーザーはシステムが提供するものは何であるか（それが提供できるものの
サプセット）を定義しなければならない。そして第2は，彼はこの会社の作
業環境を彼が眺める方法に従ってデーク間の関係を定義しなけれぼならな
"‘ 
デ゜ークのそれらの連合されたファイル類を使用するアプリケーションのた
めにはデーク ペース マネジメント技術はあまりにも複雑すぎるかもしれ
ないし，また有利に利用できない。しかしながら普通の基準からすれば相当
に複雑と思われる多くの他のアプリケーションはデーク ベース技術によっ
て簡素化されうる。それぞれの情況は独特のものであり，そして個別的な分
析と方法を必要とする。
質問：デーク ベース マネジメントとマネジメント インフォメーショ
ン システムは同意語か？
解答：否。 MISは生のデークを取り扱うことのできるアプリケーション
プログラムの集団であり，またそれから経営の計画，実施と管理のための有
意義な情報を作り出す。
両者は全く異なったものであるが，しかし一方は他方に依存するだろう。
例えばデーク ベースはMISが有意義なリポートに転換する必要なデーク
を提供するだろう。
質問．：デー ク ベース マネジメント システムはオンラインあるいはコ
ミュニケーションの能力を含むか？
解答：否。これはそのような形態のものもあるという事実から起こる誤っ
た概念である。両者は分離され，別個に売買される。たとえそれらが同じ製
品の一部であるとしても，ユーザーは 2つを別々に考えるべきである。両者
ともプログラミングのためのユーザーの訓練と作成と／あるいは転換を必要
とし，そして並行導入は日々の作業の不必要な分裂を起すかもしれない。ほ
とんどの場合，デーク ペース マネジメントの1部分は順序とクイミング
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ともに局部的な優先順位によって決定されねばならないけれども，デーク
ーファイルがオンライン処理に先だってバッチ処理によって作成されそして
アクセスできるように最初に導入される。
理想的にはバッチ，オンライン両方のファイル マネジメントに適用され
る。しかし必要としないアプリケーションが存在するし，また多くのアプリ
ケーションは理想的にはテレプロセッシングを必要としないデーク ベース
構成に適合される。
(2) データ ペース マネジメント (DBM) の技術的側面 (pp.219~ 
221) 
質問：データ ベース マネジメント システム (DBMS)は何を行な
うか？
解答：以下のような機能を遂行する。
1 デークを組織化する。データはデーク記述言語(DDL;Data Definition 
Language) の仕様書に従って組織化あるいは構造化される。これらの仕様
書はデーク ベースが確立される時点でデータ ベース管理者によって採用
され，そしてデータ ペースの構成が変更されるについて再採用されるだろ
う。デークは各アプリケーションに最も適した方法で組織化される。
2 デークを統合する。デークは（デークの定義されたフィールド）レペ
ル要素において関連づけられるかあるいは結びつけられる，そしてそれ故特
定のアプリケーション プログラムの実行を通じて多くの連合の形で組み合
わされる。 DBMSはユーザーのために利用可能なデークーの一部を集め，
組み合わせ，そして返されるために使用され媒介物である。
3 デークを分離する。 DBMSはアプリケーション プログラムとそれ
らと関連するデークの間のフィルクーとして動く。 それはアドレスを計算
し，チェーンあるいはリンクをたどり，デークをプロックしたり／といたり
，レコードの位置を定めたり，デーク エレメントを選定するために必要な
ィンプット／アウトプット ロジックからアプリケーション ロジックを分
離する。その上，デークの論理的な記述や関連をデークを物理的に記録した
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方法から分離する。デーク ペースはたとえ異なった方法でデークを記述
し，そして異なったプログラム言語で記述されたかもしれない遣ったプログ
ラムによって処理されるとしても安全でありもとのままである。
4 デークを管理する。 DBMSはOSソフトウェアが拡張されるように
アプリケーション プログラマーには思われる。多数のプログラムからデー
タを記憶する要求を受け取るごとに，いかにそしてどこにデークを物理的に
記憶するかを管理する。デーク検索において，デークの要求された要素をプ
ログラムに位置づけたりまた戻したりする。
5 デークを検索する。デークの記録はDBMSによって次のように確保
されうる：（1）連続的に（物理的に順番に記憶されて），（2）ユーザーの特別の
キーの値に従って順番に，（3）キーによってランダムに，（4）アドレスによって
ランダムに，（5）組織化されたリンクによって。データもレコードのすべてあ
るいは若干の部分はユーザーに帰されうる。
6 デークを保護する。 DBMSはデーク ペースの内容とデーク諸要素
の関連の両方を保護し堅固にする。デークは権限のないューザーによるアク
セス，物理的な損傷， OSの失敗，同時更新，および多数のプログラムによ
って行なわれる一定の中断に対して保膜される。
質問： DBMSはどのように働くか？
解答：DBMSは一般に次のように活動する 3つのサプシステムから樺成
される。
1 デーク ペースの定義。このサプシステムにおいて輪郭（デーク ベ
ースの完全な記述）がDDLとして知られている特定の言語を使用すること
によって詳述される。それは一般にある時，特にデーク ペースがアドレサ
ブルな記憶装置（ファイル）の定義づけられた領域に細分割された時にデー
ク ペースの完全な記述を特定化するのに必要なのではない。この場合，デ
クー ペースは最大の融通性をもって同時に一つのファイルに定義あるいは
再定義されうる。各ファイルに対して特定の組織技術が処理のファイル方式
を決定する。多くのデーク レコード，デーク要素，そして他のファイルと
74(286) 第 25巻第 3 号
の連鎖はファイル構成のうちで定義されうる。
2 データ ベースのコミュニケーション。いったんデータ ベースが定
義されたならば，データの諸要素はデータ操作言語 (DML: Data Mani-
pulation Language)を通じて記憶され，そしてその後検索され，そして／
あるいは更新されうる。 DMLはアプリケーション プログラムにふくま
れ，そしてコミュニケーション サプシステムによって処理される一連の
CALLステートメントあるいはCALL macros である。このコミュニ
ケーション サブシステムを通じて，各々のアプリケーション プログラム
は種々の順序で必要とするデータの特定の諸要素を受け取ることができる。
3・ データ ベースのサポート。サボート サブシステムは一般に次のよ
うなものを含むデータ ベース ユーティリティあるいはサービス機能を遂
行する：ファイル容量の変更，ファイルのリスト，ファイル バスワードの
変更，ファイル 統計値の印刷，レコードの長さやプロック要素の変更，フ
ァイルダンプや再記憶，そしてファイルの開放。
(3)データ ベースの環境 (pp.221~223)
質問：自己のデータ ベースの保全をいかにして保証できるか？
解答：データ ベースはその各々がその保全を破壊しうる 5つの硯象の影
善を受けやすい。それらに対する適切な修正活動も考えられる。
1 権限のない人々によるアクセス。次の4つの技術の1つあるいはそれ
らの組合せは類別されたあるいは専有のデータを権限のない人々から隔離す
るのに使用されうる。
a. パスワード防御。
b, エレメント ネームによるアクセス
C. オフライン記憶可能な別個のファイルヘのデータの分離
d. プログラム名のリストによる検査
2 マルティプログラミングによる同時更新。 1つの取引処理ファイルに
対する他の取引の締め出しによる防止。
3 多くのプログラムによる妨害。異常な結末の処理モジュールによる処
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理，デーク ベースの変化の記録ファイルの利用によるエラ一時点からの遂
行を可能にする。
4 システム エラー。上記のモジュールはこの場合は役立たない。この
場合はバックアップ コビーを利用しなければならない。
5 物理的な損侮。メーカーから提供されるユーティリィティ プログラ
ムによりファイルの再構成を行なわねぼならない。
質問：データ ベース システムは誰が設計すべきか？
解答：データ ベース システムの設計はユーザーとデータ処理の両方の
マネジメントからの委任を必要とする。 この設計は如何に情報を組織する
か，誰がそれを使用するか，そして如何にそれが利用されるかを指定するの
で，機能的ユーザーたちがその設計に参加すべきである。参加なしでは，シ
ステムのロジックやアウトプットは使用者にとって価値のあるものとなるだ
ろうという真の保証は存在しない。
しかしながらデータ処理からの技術的事項の援助と助言もまた同様に重要
である。更に彼等の技術的指導なしでは，システムが技術的に可能であると
＇いう保証が存在しない。
設計の鍵は適切な問題を適切な人が見積ることである。機能的ユーザーが
経済的およぴ機能的問題を評価しそしてデータ処理が技術的問題を評価すべ
きである。
質問： DBMSを導入する時考慮すべきマネジメントに関連するものに何
があるか？
解答：まず最初に，その導入が組織の各ラインを横切るので抵抗を生じさ
せるだろう。 1つの機能的領域のものであるデータ ファイルが他の領域か
らもアクセス出来るようになるだろう。ファイルがデータが共有される 1つ
の大きなユニット（データ ペース）の部分となるだろう。これがデータの
重複を減させるため普通好都合になるのに対して，機能的各部門はデータを
管理する自己の能力が制限されると感ずるようになるだろう。
質問： DBMSは機能的ユーザーの役割に如何なる影善を与えるか？
76(288) 第 25巻第 3 号
解答：アプリケーションのシステムやデータ処理の価値はユーザーに対す
る利益によって測定される故， DBS環境における能力の非常な増大の可能
性はユーザーの役割を重要な集点にもたらす。
良いシステム設計の原則はDBS環境内においても同様に適用しうる。最
適のシステム設計を達成するためのユーザー，システム分折者，およびプロ
グラマーの協同の努力はなお有効なアプローチである。
股計と操作への伝統的な参与に加えて，機能的マネジャーに対する新しい
眺望が明らかになる。提供された能力の増加を十分に活用するために，ユー
ザーは彼の必要事項を満たす諸設備の選定とシステムの設計に参与するよう
に準備されなければならない。 トレードーオフの確認と施行の費用の正当化
はユーザーが異った可能性の相対的利益を正確に評価することを要求する。
施行中のユーザーの承認と支持は過渡的な問題を最小にしそしてユーザーと
の関係の調整を必要に応じて行なうことを確保するために絶対に必要であ
る。ユーザーの支持なしではすぐれたシステムも失敗することがありうる；
ユーザーすべての委託をうければ，二流のシステムですら少なくとも部分的
に成功可能である。
質問： DBMSは全体的な組織的業績を測定するのに利用されうるか？
解答：拡大された役割を持った場合は各々の機能の統合された部分として
業績の測定と評価を含むようにすべての諸活動に対してすぐれた機会を提供
する。過去に行なわれたものよりフォーマルな手続にならなければならな
い。諸技術が発展されうるしまた計画されたプログラムにおける利用を通じ
て改善されうる。 DBS環境において示される新しい技術の発達，出現する
新しい諸活動と廣連する再定義された役割，そして要求されるより的確な経
営業務は，よく定義された業績標準，測定そして評価プログラムをすべて支
持することが出来る。
(4) CODASYL言語等ソフトウェア。この部分は省略されている。
(5) DBMの利益と危険の評価 (pp.224~227) 
質問：デーク ベース環境は会社が現在確保出来ない何かを提供出来る
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か？
解答：会社が獲得出来るだろう 2つの重要な利益が存在する。すなわち(1)
製品や顧客に関して収集や利用する情報を最大にし，（2)EDP部門を会社の
ニーズにより十分に合致するように調整する。
いままでは情報の最大量を確保するための共同デークを構成してそして関
連させる簡単な方法が決して存在しなかった。作業ごとに異った方法で関連
するデータを求め，新しいプログラムを書き，ファイルを直し，そして特別
のコンピュータランを実施しなければならなかった。その結果はしばしば幻
減を感じさせるような管理であり， 何故高価なコンピュータや有能な専門
的，技術的スクッフがデークを関連づけえられなかったかを理解出来なかっ
た。
最終的な分折において，会社の最も価値のある資源――—日々のオペレーシ
ョンに使用されるデータの集中的管理を提供するだろう。この集中化された
管理はデークの重複を最小にし，デークやプログラムの保守を減少し，そし
てより小さい，より管理しやすいプログラムで行なえるアプリケーションの
便利な拡張と統合を提供する。
このことは直接に第二の最も重要な利益を導き出すー一ほとんどの経営が
必要とする独特の報告需要により効果的に反応するデーク処理部門の能力。
デーク処理は機能的ユーザーにより密接にまた経営のニーズに対してより密
接に合致するように働く。その結果デ・ータ処理部門は個々の機能的ユーザー
に対するサービスを犠牲にすることなく独特の要求に反応出来る。
質問： DBMSの潜在的な使用法を評価するにあたって考慮すぺき若千の
重要な局面は何か？
解答：最も重要な局面の1つは機能的部門間を流れる情報の流れの徹底的
な理解と分折である。情報の流れのこの理解はデータの相互関連のための基
礎を形成するのでデーク ベースの建設とDBMSの導入にとって絶対に必
要である。ある領域における知識の欠如は不適切に構成されるデーク ベー
スをもたらす可能性がある。
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デーク ペース アプローチが測定可能な目標を達成しそして定義するこ
とを正確に知ることもまた重要である。しばしば目標は「意思決定のための
情報の改善」，あるいは「よりタイムリーな情報の提供」のごとく一般的な
もので表わされる。これらの目標の各々はそれが実行される限り悪くない
が，しかし実際に達成されるためには特に十分ではない。鍵は詳細なそして
十分な計画にささえられた非常に的確な目標を持つことである。
質問： DBMSの若干の利益は何か？
解答：多くの利益があるが，より現実的なもののいくつかに以下のような
ものがある。
1. プログラミング費用の削減。プ0 グラマー達によって普通コーディン
グされる I/0（ファイル定義と維持）ルーチィンの多くは DBMSによっ
て取り扱われるもので，アプリケーション プログラムを書くために費やさ
れる時間と費用は削減される。
2. 作成と導入時間の節減。 アプリケーションを書く時間が減少するの
で，新しいアプリケーションを導入するために必要な時間も減少する。
3. プログラムとファイル維持費用の削減。プログラム費用のほぼ60彩は
維持に費やされる。 DBMSはファイル維持をより便利なそしてより能率的
な方法で遂行することによりこの費用を削減する。プログラム費用もまたプ
ログラム， I/0およびファイル記述の動きのはげしい領域が DBMSによ
って取り扱われるので削減される。
4. デークの重複を少なくする。重複デーク項目は記憶場所，プログラム
時間，そしてデータ維持に費用をかさむ。 DBMSを使用することによって
，デーク項目は一度記憶するだけで誰でも利用可能である。プログラマーは
デークの各要素が単一の源泉によって維持されるので他のファイルにも存在
する同じデーク要素を含むデーク記述のコーディ．ングに時間を費さない。
5. 融通性の増加。デーク処理組織をより融通性のあるものにしそして経
営の拡大されたニーズにより迅速に反応出来るようになるだろう。特別のフ
ァイルを作り出したりあるいは再設計する必要がなく，またプログラミング
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の変更も最小になるので新しい報告事項にもより適切に対応される。
質問：データ ベース環境を導入する際の危険をいかに最小に出来るか？
解答：第一に注意深いそして理解しやすい計画をたてること。
第二に小さい規模から始めること。最初から全く統合されたデーク ペー
スを作り出そうと試みるべきではない。ステップ バイ ステップ方式が最
良である。
第三に製品がよい評判をもち，財政状態が良く，そして支持が必要とされ
る将来において存在するような会社を取り扱う。
第四にデーク ペース管理と計画機能を運営する適切な人員を選定する。
最後のそして多分最も低く見すぎるものにそこで働かねばならない人間の
教育がある。若し彼等がデータ ベース概念を理解せず，またDBMのソフ
トウェア製品を信用しなければ，問題がたぶん発生するだろう。
質問： DBMソフトウェアを如何に評価するか？
解答：以下の 6つの領域が検討されねばならない。
1. CODASYL仕様書との適合性。標準的な導入を考慮するために十
分に適合するか？ 若しそうでなければ，デーク ベース コンパィラーが
連邦政府からより多数そして圧力がかかり，そして他の大きなユーザーが標
準に適合する供給者を求めるようになると1980年代には実質的な転換費用が
発生するだろう。また他の信頼出来る資料が製品の技術的内容を測定するよ
うに使用されねばならない。
2. ハードウェアの検討。検討される他の重要な点は現在のハードウェア
の構成に対するDBMSの衝撃である。システムは操作中のダイレクト ア
クセス 記憶装置の独自の性格と独立したものとすぺきである。デークのフ
ァイルがある装置から他のものに変換されつつある転換期間処理をサボート
すぺきである。またコアの必要な分が考慮されねばならない。仮想記憶装置
の採用とコア記憶装置のキロバイドあたりの価格の実質的減少にもかかわら
ず，・コアは相変わらず費用のかかる商品である。 DBMSの導入が追加的な
コアの賃借あるいは購入をもたらすならば，その場合この費用は製品の価格
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の一部として考慮されねばならない。必要とするコアの数量と同様に重要な
ものとしてコアが拘束される時間の長さがある。小さいマシーンのユーザー
では必要な時だけコアを使用するような方法での回転を考えるべきである。
3． データの保護。 DBM‘ノフトウェアはまたデークを誤使用や破壊から
保護するその能力についても評価されるべきである。 データは権限ない人
々，コンピューク オペレーション エラー，およびDBMSそれ自身のエ
ラーからさえ保護されねばならない。
4. プログラム転換や製品利用の容易さ。 DBMSは現在使用中のアプリ
ケーション プログラムと同様に新しく設計されたシステムにも適用可能で
なければならない。技術は単一のファイルから最小の転換プログラムで統合
されたデータ網に後日拡大適用出来るようにされるべきである。使用や理解
が容易でなければならない。最小の訓練や最小の「すぐれた調整」やデーク
のファイルの再組織が要求される。
5. 製品価格。利用からもたらされる利益がその価格を埋合せるか？ 維
持契約や将来の増強の価格は分折にあたって要素として入れられねばならな
い。限定されない期間リースを行なうあるソフトウェア供給業者は価格を正
当化出来ないかもしれない。また，将来の購入にむかって月々のレンタル支
払のすべてあるいは一部を適用できる供給業者と契約を結ぶことは好都合か
もしれない。
6． 供給業者のサボートの安定性と水準。 DBMSの供給業者はオペレー
ティング システムの新しく作成されたもので操作できるように製品を改良
すべきである。また技術の最新の水準に製品を間断なく増強させるべきであ
る。製品における誤りが発見された時はいつでも敏速に活動出来，また必要
な時にはいつでも臨時の援助を多分手数料基準で進んで提供すべきである。
質問： DBMSを導入する場合の最も重要な要素は何か？
解答：それは教育である。人々はデータ ペース領域， ソフトウェア製
品，およぴアプリケーション技術について教育されねばならない。教育には
会社の経営計画が情報システム計画に合致することを確保するトップ マネ
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ジメントの表示を含めねばならない。それによってマネジメントがデータ
ペース アプローチにコミットする。機能的な管理者は自己の部門に対する
新しい諸技術の適用可能性を理解し，必要事項の明細を定義するためデータ
ペースの管理者とー諸に仕事を遂合しなければならない。最後に，プログラ
マー／アナリストはソフトウェアがいかに機能し，使用され，そしてデータ
のファイルをいっ，いかに援助するか知って気持ちよく仕事が出来なければ
ならない。若し教育が強調されそして会社がDBMを硯実的なスケジュール
をともなう発展的過程として考慮するならば，システムは経営に非常に積極
的な影響をもたらすだろう。
w 科学用とビジネス用アプリケーション ソフトウェア
(pp. 228~235) 
MISには長い妊娠期間がある。開始されるまで3年乃至5年かかり，し
かもなおシステムはほんとうに完成されないといわれてきた。追加を求めら
れるリポート類や新しいアプリケーションに対する需要がそれらを導入する
に必要な有能なシステム分折者やプログラマーの供給を上まわりつづけるか
らである。その結果，ほとんどは他のユーザーがうまく開拓しそして導入し
た技術やシステム アプローチをもらい受けることになる。他の利用可能な
アプリケーション ソフトウェアを常に研究しまた分折し，自己のMISに
適用したりまた一部として利用できるかどうかを判断し，費用と時間節減の
利益を重要な点として検討する。例えば色々の証明ずみですでに採用された
予測技術を取り入れた若千のすぐれた販売予測システムが市場で購入出来
る。自己の予測システムを発展させるための努力を拡大することは会社にと
って賢明ではないと思われる。なぜかというと複雑な数学的プロセスと改良
の必要な度合に要する費用を正当化されない程のものであろうからである。
この節では科学的あるいはORクイプと一般的なビジネス用のアプリケーシ
ョン ソフトウェアを利用することによって得られる浩在的な利益について
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検討する。
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科学的ソフトウェアの諸援助 (pp.228~231) 
重要な戦略的計画の種々のアプリケーションを援助するためのOR技術の
利用のコンピューク化は難解なものであるが，利益と可能性はMIS設計者
からの重大な注目を是駆するようなものである。効果的なORアプリケーシ
ョンを導入するに必要なノウーハウは普通長い期間をついやして作成され
た。すなわち必要なラーニング カープが存在する。デークの多数の要素間
の多様な相互関係を考慮する必要のある諸決定，マーケティングあるいは生
産活動の高度の不確性が存在する場合，またクイムリーな決定とアクション
を遂合するにあたって競争と経営圧力が存在する場合にORは通常最も価値
がある。多くのOR問題がコンピュータなしで， MISなしで，さらにセン
トラル デーク ペースなしで解くことが出来ることは誤りではないが，大
陸横断旅行を馬に乗って行くか，ジェット機で行くかの比較と類推される。
目的地に到着すること以外にさらにより重要な要素としてスピード， 安定
性，およぴ費用を含めて考えるかである。
科学的ソフトウェアの使用は大いにOR問題の解決を助けることが出来
る。しかしながらソフトウェア システムがシステムの設計を助けないのと
同様に，アプリケーションの優先順位を確立したり，最も高いペイオフ領域
を示す問題を選定したり，あるいは解決すべき問題を公式化さえ出来ない。
しかしながら経験で問題の異ったクラスの分折と分類を行なう。問題を組み
立て，テストし，シミュレーションを遂行し，そして可能な解を求めること
を助ける科学的なパッケージが作成されてきた。 OR技術を 6つのクラス
（数学的プログラミング， LP, ネットワーク分折，待ち合せ理論，シミュ
ーレーション）に分類し，それらの機能，効果，利用可能なソフトウェア
ツールが一覧表に示されている (P.229)が一般的なもので特に引用掲示す
る程のこともないと思われるので省略する。ただこれらは非常に数学的志向
であり，ビジネス志向型のアプリケーションを取り扱っているシステム設計
者やプログラマーには適しないものである。ユーザーは一般にコンピューク
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メーカーあるいはソフトウェア会社によって書かれたソフトウェアを利用す
ることを余儀なくされる，さもなければ科学的な問題解決用に専門化された
タイムーシェアリング設備に結びつけなければならない。後者のルートは費
用や可能性を考えた時最も実行しうるものだろう。
経営問題解決のためのシミュレーションの効果についての簡単な記述が解
説の目的で取り扱われている。 OR問題を解くに必要な第ーステップは問題
の分折（工場のマシン センターのバランス，新しい倉庫の場所，あるいは
製品の最適のセールス ミックスの検討）， 次のステップは機能を最適ある
いは最小にする重要なキー エレメントあるいは要因を分離させることであ
る。次に数学的モデルが諸変数（諸要素）の相互関連を示し，そしてそれら
の異った結合の効果をシミュレートするように作成される。それからモデル
は（コンピュータ シミュレーション ソフトウェアを使用して）テストさ
れ，そしてその結果が望ましい標準あるいは以前のシミュレーションと対比
して測定される。若し結果が満足されないならば，モデル（諸変数）が修正
されそして再びシミュレートされる。この反復はモデルの実行が満足される
まで続けられる。実際の状況と諸設備はモデルに適合するように変えられ
る。モデルはかくして実際のオペレーションを反映する。そして若しコンピ
ュータ モデルが現実の世界の鏡であったならば，結果はシミュレーション
によって得られたものに等しいはずである。
以下に倉庫ドック設備を含む問題に対するORのアプリケーションでこれ
らの各ステップを説明する。
問題 (pp.231 ~232) 
顕著な中央西部の百貨店チェーンは大シカゴ地域に位置した 3つの倉庫か
らその小売商品を補充する。一連の条件の変化（輸送量の増加を含む）は輸
送や倉庫の場所をより経済的な方法で取り扱いそしてなお引き渡しサイクル
を維持（あるいは改善）することが出来ないかどうかという問題を提供す
る。
問題の分折。 3つの倉庫における現在の輸送の流れを分折することから研
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究は始められ，そして結果は取り扱い量が増加するものとの予想でもくろま
れた。研究は春期 7週間のサンプルが含まれる。季節的な変動の結果は歴史
的な会社の記録を使用したデータ ベースから取り出された。 トラックの数
はクリスマスの繁忙期に 5％だけ増加したが取り扱った仕事の量は50％増加
したことが発見された。その上， トラックサービス タイムが検討され，そ
してトラックの大きさや商品の種類のごとき要因によってある範囲で変化す
るのが発見された。サービス タイムのパターンは取り扱われた仕事の量に
よる固定的な間隙と変動的な間隙の組み合わせであることがわかった。
キー エレメントの分離。最初の検討は増加したトラック輸送を取り扱う
に必要なドック設備の増強であった。追加される設備は若しトラックの数，
それらの到着時間，および各トラックを整備する時間の 3つが既知であるな
らば現実的に計画され得た。その上，経済的考慮が問題に含まれた。 トラッ
クは待ち時間と関連する一定の費用をもって賃貸しされた。追加されるドッ
ク設備は待ち時間を切り詰めるけれども， かなりの金額的投資を必要とし
た。お互に経済的に衝突する費用要因の問題と待ち行列の原則はシミュレー
ションと待ち合せ理論の適用に古くからある事例である。
モデルの作成。 トラックの到着の数はあるパターンと頻度一―—例えば朝に
は平均105, 午後には65到着する一ーをもつが， 簡単な数学的解を妨げる偶
然関係が存在した。そこでモンテカルロ法の利用という新しい妙案が加えら
れた。度数分布を使用して到着するトラックの各々の到着時間や整備時間を
無作為に選定した。この場合がコンピュータの力が作用するところである。
コンビュータは一日の各トラックの待ち時間を合計することによって 1日の
活動をシミュレートする。コンピュータはドックの変化する数を仮定しなが
ら実際の状況をシミュレートするためにランダムな数をひっぱり出して 1年
間の活動を示し出す。これらの相互作用は待ち時間と新しいドック設備の投
資とのトレードオフをコンピュータ アウトフ゜ットが経営者に示す点まで繰
り返される。そこでこれは問題に対する最も経済的な解に対する基礎を作成
する。
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解。過去2年間に発生した取り扱い量の増加と経験された積荷の遅れから
5つの倉庫ドックが必要であるという強い傾向が存在した。しかしながら種
々のシミュレーションは若し20彩積荷の時間を改良出来たならば， 4つのド
ックで向う 2年間以上予想される増加する量を取り扱うだろうとを示した。
自動式荷台装置が能率的な積荷を増強するために採用された。その結果，待
ち時間は減少したしまた第5番目のドックに対する追加的な資本支出（非常
に費用のかかる計画）が回避された。
一般的なビジネス アプリケーション ソフトウェア (pp.232~235) 
MISは多数のアプリケーション サブシステムから構成され，それはま
た順に他のサプシステムから構成されている。それはすべてが一緒に行動し
そして全体の骨組みに適する一連のビィルディング ブロックのようなもの
である。システム設計者はそのうちのいくつかのものを「組立て式」の要素
として使用する。選定された「組立て式」の単位はセントラン デーク ベ
ースからオペレートするものでなければならない。修正する努力が初めから
作る作業と等しい時がトレードーオフ点である。ソフトウェア提供の注意深
い分折はシステム計画にそれらを組み入れる意図で進められねばならない。
アプリケーション ソフトウェアは設計概念を提供出来る，そしてある場合
には，すでに獲得されたノウーハウにもとづく実際にコード化されたシステ
ムも含まれる。しかしながら，それらはシステムの目標や目的を決定するこ
との代用物にはならないし，また自動的にデーク処理作業を成功させること
もない。現在市場で購入出来る相当数のアプリケーション システムが存在
する。（一覧表p.233• …••省略）
この節の後半にはアプリケーション・ ソフトウェアの利益が分折と設計に
50彩，コーディングとテストに30彩，混成と修正に20彩の割合で見なし得る
ことを示す。
さらにトラック配車問題の効率化のための技術としてのSCHEDULE
Rの簡単な説明が掲載されている。多くの目的地に向うトラックのスケジュ
ールとルートの管理を容易にするものである。
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ィンプットとして， SCHEDULERは積荷の重さと量から成り立って
いる注文デーク， 目的地， そしてその目的地に積荷の到着を要求される時
間，さらに利用可能なトラック，輸送時間と空車時間のごとき拘束を加えた
ものが使用される。このデークに数学的技術を適用して，使用されるトラッ
クの数，一緒にグループ化される注文，たどる道順，およぴクーミナルから
の出発時間を載せた割当表を作り出す。 SCHEDULERから引き出され
る利益の中にはトラックのあき場所の最も有利な利用，マイル数の縮少，さ
らに副産物として，顧客サービスの改善と従業員のより効率的な割当てがあ
る。
SCHEDULERは注文から出荷までをコンピュークが効率的に提供す
るように現存のコンピューク化されたデーク処理システムに連結されるよう
に設計される。それは小さな単独の配達サービス会社から大きな製造企業ま
でのあらゆる運送活動の特定の必要事項に合わせられるように汎用目的のプ
ログラムとして書かれた。
V まとめ (pp. 235~236) 
ここではコンピューク技術を 4つの要素，（a）ハー ドウェア，（b)システム
ソフトウェア，（C）アプリケーション ソフトウェア，および(d)サポート サ
ービスに分けて定義することからはじまった。この分類は今日のMISの技
術的な力を提供する種々の要素を分折するために使用された。 2つの重要な
技術的要因，（a）セントラル デーク ベースに関するハードウェアとソフト
ウェア，と(b)科学用とビジネス用アプリケーション ソフトウェアがMIS
に対して最上の重要性をもつものとして選抜された。
デーク ベース ハードウェアには主記憶装置，大型記憶装置， ドラム，
ディスク，テープおよぴマイクロフィルムを含む種々の階層的な記憶要素の
検討が含まれた。デーク ベース ソフトウェアはデータの種々のユーザー
がデーク ペースにアクセス出来るように自由な形のあるいは組織化された
MI Sの技術的基礎 (Il) (299)87 
言語を使用するデータ言語サブシステムとともに， デーク組織が更新， 処
理，検索， およぴ報告を容易にするファイル構造サプシステムに集中され
た。
探究された第2の技術的要因は科学用とビジネス用のアプリケーション
ソフトウェアであった。科学的ソフトウェアの分類と定義が示された。典型
的なOR問題を解くためにシミュレーション．技術を適用する場合の基本的ス
テップが説明された。利用されるビジネス アプリケーション ソフトウェ
アの諧在的利益が探究された。
以上展開した技術的基礎は最初にも記述したごとくMISの制限的要素で
はなく，経営者がその利用可能性を恩識し，それに挑戦すべき領域である。
それらの若千の顕著な特長がMISにとって何故重要であるかの理解が重要
であり， MISの技術的基礎の非技術的調査に焦点があてられた。ただセン
トラル デーク ベースの検討は更に詳細に行なう必要があることを再度強
調しておきたい。第2版で分離されたテレプロセッシング システムととも
に別の機会に考察したいと考えている。
